
ほたるの里だより 
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環境省の「生物多様性保全上重要な里地里山（全国 500カ所）」に、 

“八千代市ほたるの里”が選ばれました！（平成 27年 12月 18日） 
 

 

 

 

 

 

 

  

ほたるの里の冬（湿地のほとり） 

（絵 もり） 

※この里だよりは平成27年度TOTO水環境基金を頂き作成しました。 

平成28年 新しい年がはじまりました！ 

今年も、「ほたるの里」で、たくさんの生き物に、会いたいな！！ 

 

 



 

 

ホタルメイトのみなさまには、希望に満ちた初春をお

迎えのこととお慶び申し上げます。 

 昨年は、ほたるの里でとてもうれしい出来事がありま

した。久しく見ることができなかった、湿地でのホタル

の飛翔が見られたことです。ここ数年ホタルハウスの中

でしか見られなかったホタルが、子どもたちも参加して

くれた「夜の生き物観察会」に合わせるかのようにたく

さん飛んでくれたのです。 

真夏の草刈りや寒い時期の泥上

げ、ホタルが住みやすい環境づくり

のための田植え、稲刈りなど年間を

通して活動するホタルメイトの皆様

方に改めて感謝いたします。 

 また、平成２７年度は２５年度に

引き続き TOTO 株式会社から

「TOTO水環境基金」をいただくこ

とができ、「ホタルや水辺の生き物が

住む環境づくりを皆の力で！」をプ

ロジェクト名として活動に取り組ん

でいます。 

 平成１０年７月に八千代市ではじめてのグラウンド

ワーク方式による「八千代市ほたるの里づくり実行委↗

員会」が設立されてから１８年たち、里や周りの環境も

変化してきました。里の脇を通る道路も交通量が増え、

車のライトによる光害や、ニホンアカガエルの減少など

懸念される点も多くあります。しかし、ホタルだけでな

く市内でも希少とされている生き物が２００種以上も

確認され、生き物や自然に興味を持って下さる市民の

方々の観察の場、小学校の環境学習の場として活用され

ています。昨年は萱田小学校の５

年生１００人が里まで歩いてきて、

身近にある自然としてほたるの里

を体験し、生物多様性や自然環境

の保全の大切さについて学んでく

れました。今後も、子どもたちにい

ろいろな体験をしてもらえるよう

企画を考えていきたいと思ってい

ます。 

 ほたるの里は「市民みんなの生

き物の里」として、より多くの市民

の方々に知っていただき、活動に

参加していただくことが必要です。 

 今年はほたるの里の活動に参加して、ホタルの飛ぶ姿

をみてみませんか。皆様の参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

今年 5 月よりほたるの里づくり活動に参加させて

頂きましたが、約 8 ヵ月の間に様々な体験をするこ

とができました。ビオトープの除草や樹木の剪定とい

った環境整備作業の他に、田植え、幼虫放流、ザリガ

ニ釣り、稲刈りと、季節に応じた様々なイベントが一

緒に開催されるため、毎回楽しく活動に参加すること

ができました。 

ほたるの里づくり活動は、開始から既に18年が経

過していますが、昔のようにホタルが自然の状態で数

多く生息できる環境までは、残念ながらまだ回復でき

ていません。今年の「夜の生き物観察会」では、例年

よりも非常に多い 20 匹以上のホタルの飛翔が見ら

れましたが、このホタルは全て里親の人達がホタルの

卵をふ化させ、丹精込めて育てた幼虫が成虫になっ↗

たものと聞きました。自然にホタルがたくさんの卵を

産み、その卵から幼虫が育つ環境まで再生させるには、

まだかなりの時間が必要です。一度壊れてしまった環

境を元に戻すことが、いかに大変で長い時間を必要と

するか、活動を通じて改めて痛感することができまし

た。 

これからの未来に向けて、今の環境を壊さないこと

は最低限必要ですが、いかに以前の豊かな環境を再生

させることができるかが、私たちに課せられた大きな

課題と思います。千里の道も一歩から、ほたるの里づ

くりの活動は小さな一歩に過ぎませんが、この活動か

らより良い未来に向けた大きな活動の輪が広がるこ

とを目指して、今後も活動に参加して行きたいと思い

ます。

希望に満ちた新年を迎えて 八千代市安全環境部環境政策室 室長 谷口 路代 

ほたるの里づくり活動に参加して TOTOバスクリエイト株式会社  穂多田 一雄 



ほたるの里に萱田小学校の５年生がやってきました！ 
 

日 時：１１月１２日（木）９時４０分～１０時４０分  

 国語の授業の一環として、萱田小の５年生１００人がほたるの里へやって来まし

た。身近な自然を守るための活動を学ぶということで、ホタルメイトからは里の活動

目的や作業内容、イベントのほか、ほたるの里にいる生き物について説明しました。 

 現地を歩きながら説明していると、あちらこちらで生き物に出会い、短い時間でしたが、子どもたちに自然と

触れ合える場になりました。自然を守るために私たちができることは何か、少しでも多くの人にお伝えしたいと

思います。ほたるの里では、このような環境学習の対応をいたしますので、ご相談ください。ご要望をお待ちし

ております。（文責 事務局） 

 

 

 毎年恒例の「ほたるの里作品展」を、２０１５年

１０月２６日（月）１３時から１１月５日（木）正

午までの１０日間、イトーヨーカドー八千代店３階

にあるコミュニティ広場で開催しました。開催期間

中、作品数１１点の中から、来場者に気に入った作

品を投票していただいた結果、１位に潮憲泰氏の作

品「ほたるに感動」が、２位に深澤一郎氏の作品「平

家ぼたるの乱舞」が選ばれました。 

 来年も、たくさんの作品をお待ちしております。 

（文責 事務局） 

 

 

 

日 時：１１月１日（日）１０時～１６時 

場 所：フルルガーデン八千代 噴水広場 

１１月１日（日）、村上のフルルガーデン八千代で

行われたサポートセンター祭りに、ほたるの里づく

り実行委員会も参加しました。当日は天気も良く会

場の中央にステージが設けられ、ほたるの里のブー

スはステージの真ん前で場所が良かったせいか、終

日お客さんが立ち寄られ賑わいました。子どもたち

にはさかな釣りが人気で磁石をつけた釣竿で釣り上

げます。これはほたるの里の毎回の出し物です。 

大人向けにはほたるの里の紹介のほか、アンケー

トでは『ほたるの里へ行ったことがある』や『知↗

っているが行った事が無

い』との回答が相当数あ

りました。「今年は20

～30匹のホタルが乱舞

したんですよ」と言う

と、「来年はぜひ行って

見たい」との人が多数

で、「いつ頃見られるの

ですか」の質問がありホ

タルへの関心の高さが伺えました。次のシーズンに

は今回よりもっと多数のホタルを飛ばしたいもので

す。              （文責 深澤） 

  

↓ポスターコンクールで 

第３位になりました！ 

▲２位「平家ぼたるの乱舞」 

深澤 一郎 氏 

▼１位「ほたるに感動」潮 憲泰 氏  

第１２回やちよ市民活動サポートセンター祭りに参加しました！ 

作品展を開催しました！ 

いろいろな種類の虫や自然があって自然にふ

れあえるいい場所だと思いました。（女の子） 

自然でひっしでがんばっている生

き物たちがいるから自然を大切に

しようと思いました。（男の子） 

ぼくは虫が大きらいだけど、すこし虫ぎらいが

大きらいから→きらいになりました。大がとれ

たのでよかったです。（男の子） 



ほたるの里 ２月～４月のスケジュール（ほたるの里の掲示板にも随時掲載予定） ※要予約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 時 間 活 動 内 容  場 所 

２／１３（土） 9：30～11：30 講習会 ※ ほたるの里 

３／ ５（土） 9：30～11：30 巨木の観察会 ※ 七百余所神社周辺 

３／１２（土） 9：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

４／ ９（土） １０：00～1１：00 総会 やちよ農業交流センター 

４／２３（土） ９：00～12：00 環境整備 ほたるの里 

［ ほたるの里 連絡先 ］ 

八千代市ほたるの里づくり実行委員会事務局  

〒276-8501 八千代市大和田新田312-5 

八千代市環境政策室 内 
Tel：047-483-1151  E-mail：kankyou1@city.yachiyo.chiba.jp 

HP : http://www.city.yachiyo.chiba.jp/123508 

/page000009.html 

［編集 ] 広報部会・事務局 

      
 

       

ほたるの里でホタル飛ぶ里づくり講習会 

 

里山シンポジウムと企画展 

第１９回ほたるの里総会 

 

巨木の観察会 

日 時：４月９日（土）１０：００～１１：００ 

場 所：やちよ農業交流センター第１・２研修室 

（八千代市島田２０７６） 

平成2７年度の事業報告と会計報告、平成2８

年度の活動予定等について話し合います。 

 

環境政策室より報告 

①「里山シンポジウム inやちよ」 

 テーマ：植物から見た、八千代の里山の移り変わり

とこれから 

 日 時：11月15日（日）13：00～16：00 

 会 場：八千代市立郷土博物館 

 参加者：76人  

 講 師：岩瀬 徹 氏 山崎 典昭 氏、尾崎 煙雄 氏  

 内 容：講演とパネルディスカッション 

 概 要：かつて見られた里山の植物が、現在は 

減少している。整備・保護することで再生

が見られるが、長いスパンで植物等の遷移

を見ること、モニタリングを継続すること

が、重要と再確認しました。 

②八千代市立郷土博物館で開催された、「八千代の谷

津・里山の恵み～昔・今・これから～」も、11 月

29 日に終了しました。子どもから大人まで、多く

の市民の方が来館され、八千代の里山の変遷を感じ

ていただけたと思います。 

 

●年会費（４月～翌年３月）※登録期間は１年間。 

個 人       １世帯１,０００円 

市民団体・事業所  １口 ２,０００円 

詳しくは、事務局までお問い合わせください。 

 

 樹木医とともに、春の芽立ちの準備をしている木につ

いて学びます。 

日 時：3月5日（土） 9：30～11：30 

場 所：七百余所神社周辺（村上433） 

講 師：鳥屋 英昭 氏（樹木医） 

募 集：25人   参加費：50円（保険代） 

主 催：八千代市 

共 催：八千代市ほたるの里づくり実行委員会 

●問合せ・申し込み ※受付開始は2月15日（月）～ 

環境政策室 047-483-1151（内線2215） 

 

日 時：2月13日（土）9：30～11：30 

※集合 9：15（ほたるの里） 

会 場：八千代市ほたるの里・農業交流センター 

講 師：横田 耕明 氏 （グループ2000代表） 

千葉市稲毛区の稲毛第二小学校のビオト

ープ「いのちの森」で、ヘイケボタルが自生

する環境づくり等の活動をされています。 

内 容：ほたるの里を講師と一緒に見て、アドバイス

をいただき、農業交流センターで講師が取り

組んでいる活動をお聞きします。 


